





















































































































































































































































? 874．01 0．93 0ユ0 L20＊．234＊ 0．21 一〇ユ4／0．56＊縦個個人主義 ? 674．22 1．18 0ユ4 123．11＊? 884ユ9 0．88 0．09 2．21 ．029 0．34 0．04／0．63縦型集団主義 ? 674．53 1．Ol 0．12 153
? 86 4．480．72 0．08 11．74 ．000 1．39 1．！5／L62横型個人主義 ? 65 5．87O．72 0．09 149






















子 824．290．98 0．11 ．019 0．39 0。06／0．72縦型個人主義 ? 72 3．90LO9 0．13
2．36
P52
子 824．270．90 0ユ0 ．368 一〇．14 一〇．44／0ユ6縦型集団主義 ? 73 4．41 1．00 0ユ2
一〇．90
@153
子 80 5．17 0．97 0．11 ．211 0．20 一〇．12／0．52横型個人主義 ? 71 4．97 1．02 0．12
！．26
P49
子 81 5ユ4 0．77 0．09 　0．67＊
I33．76＊






















? 464．08α85 0ユ2 ．034＊ 0．47 0．04／α91＊縦型個人主義 ? 364．56 1．08 O．18
2ユ7＊
U5ユ6＊
? 46 4．040．77 0．11 ．009 0．52 0．！3／0．90縦型集団主義 ? 364．560970．16
2．69
W0
? 454．550．69 0ユ0 ．000 1．42 1．12／L72横型個人主義 米 35 5．98 0．63 O．11
9．49
V8






















? 41 3．94LO3 0．16 ．702 一〇ユ0 一〇．62／0．42縦型個人主義 ? 31 3．84 1．19 0．21
一〇．38
@70? 424．35 0．96 0．15 ．582 0ユ3 一〇．34／0．61縦型集団主義 ? 31 4．48 1．06 0ユ9
0．55
V1
? 41 4．400．75 0．12 ．000 1．35 0．98／1．72横型個人主義 米 305．75 0．81 0．15
7．23
U9















































子 464．080．85 0．12 ．485＊ 0．14 一〇．26／0．55串縦型個人主義 ? 41 3．94 1．03 0ユ6
0．70＊
V7．82＊
子 46 4．040．77 0ユ1 ．099 一〇．31 一〇．68／0．06縦型集団主義 親 424．350．96 0ユ5
一！．67
@86
子 454．550．69 1．02 ．331 0ユ5 一〇．16／O．46横型個人主義 ? 41 4．400．75 0．12
0．98
W4






















子 36 4．56 1．08 0．18 ．O12 0．72 0．16／1．27縦型個人主義 ? 31 3．84u9O．21
2．59
U5
子 36 4．560．97 0．16 ．757 0．08 一〇42／0．57縦型集団主義 ? 31 4．48 ！．06 0．19
0．31
U5
子 35 5．97 0．63 0．11 ．215 0．22 一〇ユ3／0．58横型個人主義 ? 305．75 0．81 0．15
1．25
U3











































































子 4．08 46 0．85 4．56 36 1．08 4．29 82 0．98?
3．94 41 ！．03 3．84 31 1．19 3．90 72 1．09








主効果 日米 1．32 1 1．32 1．25 ．265
世代 6．96 1 6．96 6．63 ．O11
二次交互作用 日米×世代 3．ll 1 3．1！ 2．96 ．087
モデル 10．66 3 3．55 3．39 ．020
残差 157．31 150 ！．05













度数S標準偏差@（SD） 平均値iM） 度数iN） 標準偏差@（SD）子 4．04 46 0．77 4．56 36 0．97 4．27 82 0．90?
4．35 42 0．96 4．48 31 1．06 4．41 73 1．00








主効果 日米 ．99 ? 3．99 4．58 ．034
世代 0．51 1 0．51 0．58 ．446
二次交互作用 日米×世代 L41 1 L41 1．62 ．205
モデル 6．45 3 2ユ5 2．47 ．064
残差 131．47 151 0．87























子 4．55 45 0．69 5．97 35 0．63 5ユ7 80 0．97?
4．40 41 0．75 5．75 30 0．81 4．97 7！ 1．02








主効果 日米 70．55 1 70．55 136．72 。000
世代 1．30 1 L30 2．52 ユ14
二次交互作用 日米×世代 0．05 1 α05 0．10 ．756
モデル 72．69 3 24．23 46．95 。000
残差 75．86 147 0．52





































子 4．79 46 0．60 5．61 35 0．72 5．！4 81 0．77?
4．40 41 0．65 5．91 31 0．61 5．05 72 0．98








主効果 日米 50．75 1 50．75 122．73 ．000
世代 0．08 1 0．08 0．19 ．661
二次交互作用 日米×世代 4．46 1 4．46 10．78 ．001
モデル 53．96 3 17．99 43．50 ．000
残差 61．62 179 0．41






























































































































































































子 47 15 31 1 36 10 26 0 83 25 57 1?
42 ！6 25 1 33 7 24 2 75 23 49 3




霞本 アメリカ 日本 アメリカ
18～2035 16 36～40 1









日本 アメリカ 日本 アメリカ
日本人45
iapa鷺ese
アフリカ系　　　　2
`frican　American
日本入41
apanese
アフリカ系　　　　l
`frican　American
その他2 アジア系　　　　2
`sian　Amerlca且
その他！ アジア系　　　　　1
`sian　American
コーカソイド系　30
baucasia貧American
コーカソイド系　　28
baucasian　American
ヒスパニック系　　1
gispanic　American
ヒスパニック系　　1
gispanic　American
ネイティブ系　　　O
mative　American
ネイティブ系　　　l
mative　AmericaR
その他　　　　　　1 その他　　　　　　0
付録b　確定的因子分析の結果
b－1縦型個人主義尺度利用項目
W3 他の人が自分よりうまくやると、イライラしたりピリピリｵたりする。
V商en　another　person　does　better　than　I　do，　I　get　tense　and
≠窒盾浮唐?ｄ．
VI　4
競争がなければ良い社会はできない。
W5 他人よりうまく自分の仕事をやることが重要である。 It　is　important　that王do　my　lob　better　tha簸others．
W6 他人との競争があるところで仕事をするのは好きだ。 Ienjoy　worki頁g　in　si撫ations　involving　competitions　with盾狽?ｅｒｓ．
因子モデルへの当てはまりの良さ（N　・・　150で設定）：X2m4．！40　dfms　p・＝．529
α：全体＝．61、日本子世代r48、日本親世代＝＝　．66、アメリカ子世代＝．63、アメリカi親世代＝．65
（cf．確定的因子分析前（6項目）の信頼度係数α’：全体＝　．64、日本子世代＝・．57、日本親世代＝＝　．69、アメリカ子世代＝．60、アメリ
カ親世代＝．67）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次ページに続く
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b－2　縦型集団主義尺度利用項目
VC　1
自分が好きなことでも、もし家族から反対されたらあきら
ﾟる。
王would　sacrifice　an　activity　that　I　enloy　very　much　if　my
?ａｍｉｌｙ　did　not　apProve　of　it．
VC2家族が喜ぶことなら、やりたくなくてもする。 Iwould　do　what　wouid　please　my　family，　even　if　I　deもested狽?ａｔ　activity．
VC3大きな旅行に行く前には、家族の大部分の人や、友人の多ｭに相談する。
Before　taking　a　rnajor　trip，王consult　with　most　members　of
高凵@family　aad　many　friends．
VC4大抵、仲間の利益の為になら自分の利益を犠牲にする。 Iusually　sacrifice　my　se王f－interest　for　the　benefit　of　my
№窒盾浮吹D
VC5 もし親が何か名誉な賞を受賞したら、子供はそのことを名_に思うべきである。
Children　should　fee玉honored　if　their　parents　receive　a
р奄唐狽奄獅№浮奄唐?ｅｄ　award．
因子モデルへの当てはまりの良さ（N＝150で設定）：X2＝17．275　df　＝9　p　rO45
α：全体r53、日本子世代：．46、日本親世代＝・．67、アメリカ子世代＝．62、アメリカ親世代＝　．53
（c£確定的因子分析前（8項目）の信頼度係数α’：全体＝．48、日本子世代＝・　．39、Eil本親世代＝．68、アメリカ子世代＝．46、アメリ
カ親世代＝．41）
b－3　横型個人主義尺度利用項目
HI　1 普段、自分のしたいことをする。 Ioften“d◎my　own　thing”．
HI　3 自分のプライバシーを保つのが好きだ。 Ilike　my　privacy．
HI　5 自分は独特な人間である。 Iam　a　unique沁dividual．
HI　7 自分の成功は大抵、自分の能力による。 VVhen　I　succeed，　it　is　usual主y　because　of磁y　abilities。
H王8
多くの面で、他人とは違う独自性をもっていることが好き
ｾ。
Ienjoy　be呈ng　uaique　and　differeRt　from　others　in　marly
翌≠凾刀E
因子モデルへの当てはまりの良さ（N＝150で設定）：X2＝　13．261　df　・・　9　p　＝．151
α：全体＝＝　．69、日本子世代：．28、日本茶世代＝．45、アメリカ子世代＝＝　．70、アメリカ親世代・・　．56
（c£確定的因子分析前（8項目）の信頼度係数α’：全体＝．57、日本子世代＝・　．52、日本親世代＝．46、アメリカ子世代＝＝　．73、アメリ
カ親世代：．49）
b－4　横型集団主義尺度利用項目
HC　1 自分の同僚が幸せなことは、自分にとって大切なことであ驕B
The　well－being　of　my　co－workers　is　important　to　me．
HC　2 もし同僚が賞をもらったら、自分も誇りに思う。 If　a　co－worker　gets　a　prize，　I　would　feel　proud．
HC　4 仲間の和を保つことは自分にとって大切なことである。 It　is　lmportaat　to　me　to　mai飢aln　harmony　wlthi簸my
№窒盾浮吹D
HC　5 ちょっとしたものをご近所と貸し借りするのが好きだ。 11ike　Sharing　Iittle　thl且gS　With　my　ReighbOrS．
HC　6 他人と協力すると気分がいい。 1｛eel　good　whea　I　cooperate　with　others．
HC　8 自分にとっての楽しみとは、他人と共に時を過ごすことで?る。
To　me，　pleasure　is　spending　time　with　others．
因子モデルへの当てはまりの良さ（N　・150で設定）：X2＝・11．760　df　・・　14　p　＝．626
α：全体・　．67、日本子世代＝．45、日本親世代＝　．39、アメリカ子世代＝．69、アメリカ親世代＝　．42
（c£確定的因子分析前（8項目）の信頼度係数α’：全体＝．67、日本子世代＝　．37、日本親世代r51、アメリカ子世代＝　．72、アメリ
カ親世代＝．27）
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